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遠
野
遺
産
を
巡
り
な
が
ら
、
地
域
の
歴
史

や
文
化
を
再
発
見
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
７
月
７
日
昌

集
合
時
間
・
場
所
　
９
時
　
分
＝
宮
守
総
合

１５

支
所
／
９
時
　
分
＝
市
民
セ
ン
タ
ー

４５

内
容
　
 横
  田
  城
 跡
お
よ
び
彼
岸
桜
と
山
桜
、

よ
こ
 
た
 
じ
ょ
う

 太
  郎
  淵
 、
 阿
  曽
  沼
  公
 歴
代
の
 碑
 、
 村
  兵
 

た
 

ろ
う
 
ぶ
ち
 

あ
 

そ
 

ぬ
ま
 
こ
う
 

ひ
 

む
ら
 
ひ
ょ
う

 稲
荷
 神
社
、
 清
  心
  尼
  公
 の
 碑
 、
 鹿
  込
 小
学
校

い
な
り
 

せ
い
 し
ん
 
に
 
こ
う
 

ひ
 

し
し
 ご
め

跡
地
の
イ
ロ
ハ
モ
ミ
ジ
と
二
宮
金
次
郎
像
、

め
が
ね
橋
周
辺
の
景
観
、
 砥
  森
 神
社
 五
  輪
  塔
 

と
 
も
り
 

ご
 
り
ん
 と
う

（
 本
  宮
 五
輪
塔
）

も
と
 み
や

参
加
料
　
５
０
０
円（
保
険
料
、
資
料
）　

定
員
　
　
人
４０

持
ち
物
　
雨
具
、
飲
み
物
な
ど

そ
の
他
　
昼
食
時
は
風
の
丘
で
休
憩
と
な
り

ま
す
。
弁
当
を
持
参
す
る
か
、
風
の
丘
で
お

求
め
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
市
社
会
教
育
課
生
涯
学
習
係

（
緯
円
４
４
１
３
内
線
２
７
６
）

　　
市
内
に
自
生
す
る
山
野
草
や
樹
木
な
ど
を

探
索
し
、
植
物
の
名
前
、
特
性
を
学
び
ま
す
。

今
回
は
、
早
池
峰
山
の
小
田
越
登
山
口
か
ら

２
合
目
付
近
ま
で
に
自
生
す
る
植
物
を
観
察

し
な
が
ら
歩
き
ま
す
。

日
時
　
６
月
　
日
晶

２５

集
合
時
間
・
場
所
　
７
時
半
＝
市
民
セ
ン

タ
ー
／
８
時
　
分
＝
宮
守
総
合
支
所

１０

コ
ー
ス
　
市
民
セ
ン
タ
ー
→
宮
守
総
合
支
所

→
早
池
峰
山
→
宮
守
総
合
支
所
→
市
民
セ
ン

タ
ー

参
加
料
　
１
０
０
０
円（
保
険
料
、
資
料
な

ど
）　

定
員
　
　
人
２０

講
師
　
早
池
峰
山
岳
会
　
会
長
　
 海
  老
  勝
  彦
 

え
 

び
 
か
つ
 ひ
こ

氏持
ち
物
　
雨
具
、
弁
当
、
飲
み
物
、
登
山
靴
、

軍
手
、
カ
メ
ラ
な
ど

問
い
合
わ
せ
　
市
社
会
教
育
課
生
涯
学
習
係

（
緯
円
４
４
１
３
内
線
２
７
６
）　

　
民
話
の
ま
ち
遠
野
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
協
会
は

「
達
曽
部
地
区
遠
野
街
道
 磔
 峠
を
越
え
ウ

は
り
つ
け

オ
ー
ク
」の
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

約
　
熟
の
コ
ー
ス
を
ゆ
っ
く
り
楽
し
み
な
が

１２
ら
歩
い
て
み
ま
せ
ん
か
。
小
学
生
以
下
は
保

護
者
の
同
伴
が
必
要
で
す
。

日
時
　
６
月
　
日
松
、
受
付
９
時
、
出
発
　

１２

１０

時［
雨
天
決
行
］

参
加
料
　
３
０
０
円（
保
険
料
な
ど
）

持
ち
物
　
保
険
証
、
雨
具
、
間
食

集
合
場
所
　
達
曽
部
多
目
的
研
修
集
会
施
設

問
い
合
わ
せ
　
民
話
の
ま
ち
遠
野
ウ
オ
ー
キ

ン
グ
協
会
事
務
局（
緯
円
５
２
１
２
）

　
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
で
撮
影
し
た
写
真
を
パ

ソ
コ
ン
で
編
集
・
加
工
す
る
方
法
を
学
び
ま

す
。
基
本
ソ
フ
ト
は
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
Ｘ
Ｐ
を

使
い
ま
す
。
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
　
７
月
　
・
　
・
　
日
昇
、
時
間
は
い
ず

１３

２０

２７

れ
も
　
時
半
～
　
時
半（
全
３
回
）

１３

１５

場
所
　
市
民
セ
ン
タ
ー
第
１
会
議
室

受
講
料
　
５
０
０
円（
テ
キ
ス
ト
代
）

定
員
　
　
人
１５

学びのいずみ

７月３日松

みやもりホール
開場１８時／開演１８時半

２２

■「
遠
野
遺
産
巡
り
」の
参
加
者
募
集

■「
遠
野
植
物
紀
行
」受
講
生
募
集

■
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
協
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

銀河鉄道の夜

芸術監督・演出　レオニード・アニシモフ

入場料金

 １，０００円（当日１，３００円）

好評発売中

入場券前売所

とぴあ　遠野風の丘　グランドインテリア

みやもりｍｍ１　市民センター　みやもりホール

原作　宮沢賢治

東京ノーヴィ・レパートリーシアター

宝 く じ は豊かさ築くチカラ持ち。

宝くじは、広く社会に
役立てられています。

宝くじ文化公演

問い合わせ　市社会教育課芸術振興係（緯円４４１３内線２７７）

■「
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
講
座
」受
講
生
募
集

新しい演劇芸術の創造を目指し活

動する劇団｢東京ノーヴィ・レパー

トリーシアター｣が銀河鉄道の夜を

演じます。国内外から高い評価を

得ている感動の舞台に、ぜひお越

しください。
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問
い
合
わ
せ
　
市
社
会
教
育
課
生
涯
学
習
係

（
緯
円
４
４
１
３
内
線
２
７
６
）

　　
ハ
ー
ブ
を
栽
培
し
、
香
り
だ
け
で
な
く
、

お
茶
や
料
理
に
し
て
楽
し
む
ハ
ー
ブ
の
会

「
エ
ル
ブ
と
お
の
」は
今
年
で
結
成
　
周
年
を

１０

迎
え
ま
し
た
。
こ
れ
を
記
念
し
て
、
道
の
駅

風
の
丘
で
展
示
会
を
開
催
す
る
ほ
か
、
エ
ル

ブ
と
お
の
ガ
ー
デ
ン
の
一
般
公
開
を
し
ま
す
。

［
と
お
の
風
の
丘
展
示
会
］

　
ハ
ー
ブ
の
手
作
り
せ
っ
け
ん
や
香
り
袋
、

ハ
ー
ブ
の
苗
な
ど
を
展
示
し
ま
す
。

日
時
　
７
月
１
日
昭
～
　
日
松
、
９
時
～
　

１０

１６

時［
エ
ル
ブ
と
お
の
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
］

　
ハ
ー
ブ
体
験
コ
ー
ナ
ー
や
ハ
ー
ブ
テ
ィ
ー

の
試
飲
も
で
き
ま
す
。
ま
た
、
　
周
年
を
記

１０

念
し
て
銀
色
系
の
ハ
ー
ブ
を
集
め
た
シ
ル

バ
ー
ガ
ー
デ
ン
を
作
庭
し
ま
し
た
。

日
時
　
７
月
３
日
松
・
４
日
掌
、
　
時
～
　

１０

１５

時問
い
合
わ
せ
　
 小
  島
 ヨ
シ
子
さ
ん（
緯
円
０

お
 
じ
ま

４
２
６
）　

　　
英
語
を
使
っ
て
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま

せ
ん
か
。「
あ
い
さ
つ
」「
ゲ
ー
ム
」「
買
い
物
」

を
英
語
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
ま
し
ょ
う
！

日
時
　
６
月
　
日
松
、
　
時
～
　
時
半

２６

１０

１１

場
所
　
あ
え
り
あ
遠
野
中
ホ
ー
ル

参
加
料
　
３
０
０
円

定
員
　
小
学
生
　
人
３０

申
込
締
切
　
６
月
　
日
昇

２２

問
い
合
わ
せ
　
遠
野
国
際
交
流
協
会
事
務
局

（
市
社
会
教
育
課
生
涯
学
習
係
内
　
緯
円
４

４
１
３
内
線
２
７
３
）

　
日
本
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
、
日
常
生
活
に

必
要
な
日
本
語
を
教
え
て
い
ま
す
。
参
加
は

無
料
で
す
。
外
国
人
を
雇
用
し
て
い
る
事
業

主
の
人
は
、
ぜ
ひ
お
勧
め
く
だ
さ
い
。

日
時
　
毎
月
第
２
・
４
日
曜
日
、
　
時
～
　

１４

１５

時場
所
　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
会
議
室

問
い
合
わ
せ
　
遠
野
国
際
交
流
協
会
事
務
局

（
市
社
会
教
育
課
生
涯
学
習
係
内
　
緯
円
４

４
１
３
内
線
２
７
３
）

社会教育情報をお知らせします

２３

■
外
国
人
の
た
め
の
「
日
本
語
教
室
」を
開
催

■
英
語
を
楽
し
く
学
ぼ
う
！

遠野わらすっこまつり
楽しいイベントがいっぱい！家族そろって楽

しい一日を過ごしてみませんか？

内　容　魚釣り、伝承遊び、児童館

　コーナー（屋台）、乗馬体験、各種

　ゲームなど

その他　児童館コーナーの屋台前売

　りチケットは、各児童館・児童ク

　ラブで販売しています。

　遠野町４区の老人クラブ「城東ク

ラブ」の会報「ふれあい」が２００号を

達成しました。同クラブは、平成

４年から会員同士の情報交換を目

的に「ふれあい」を発刊。毎月１回、

活動や催し物のお知らせ、会員紹

介など、会員や地域へ情報を発信

しています。このたび１７年９カ月

で２００号を達成しました。

　会報を担当するのは、同クラブ会長の菊池 竹  次 
たけ じ

 郎 さん（８４）＝東舘町＝。原稿収集、編集、印刷の
ろう

すべてを第１号から一人でこなしています。また

２００号達成を記念して、１０１号から２００号までをま

とめた「あゆみ－第２集－」も発刊しました。

　菊池さんは「笑い声が聞こえてくるような、見

ているだけでクラブに参加している

気分になれるような会報作りを心が

けています。楽しみに待っていてく

れる人たちのためにもずっと続けた

いです」と抱負を話していました。こ

の会報は市民センターと博物館で見

ることが出来ます。
毎月第３日曜日は「とおの家族の日」です。月に一度は親子

でスポーツをしたり地域行事に参加するなど、家族との時

間を積極的につくりましょう。

■「
エ
ル
ブ
と
お
の
」
か
ら
の
お
知
ら
せ

問い合わせ　

市社会教育課

生涯学習係

（緯円４４１３内線２７２）

６月２０日掌　９時半～１３時
運動公園集いの広場など（小雨決行）

ハーブの香りを楽しんでください

２００号を記念した

「あゆみ－第２集－」

城東クラブ会報

「ふれあい」が２００号を達成しました！

会報を担当する

菊池 竹  次  郎 さん
たけ じ ろう


